
 

卒論卒論卒論卒論、、、、修論修論修論修論のののの発表予定日発表予定日発表予定日発表予定日のののの直前直前直前直前になってになってになってになって発明発明発明発明がががが完成完成完成完成したしたしたした場合場合場合場合のののの対応対応対応対応    

1.原則 

  発表内容に発明を含むかどうかの判断は、当該発表を統括する指導教員に委ねること

とします。なお、発明を含むかどうかの判断に迷われる場合は、速やかに研究支援部署

にご相談ください。 

  また、本運用は、卒業研究、修士論文における単位認定を妨げるものではありません。 

2.運用フロー 
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卒論（修論）発表しようとする論文に発明は含まれていますか？ 

研究発表会開催責任者は、大学主催研究発表会等開催届出書大学主催研究発表会等開催届出書大学主催研究発表会等開催届出書大学主催研究発表会等開催届出書をををを研究研究研究研究

支援部署支援部署支援部署支援部署にににに届届届届けけけけ出出出出（[別紙１]を参照）てください。 

特許出願を済ませましたか？ 

その他として、外部機関との契約が

ある場合は、発表内容が守秘の対象

かどうか確認してください。 
特許取得へ 

「「「「秘密保持秘密保持秘密保持秘密保持にににに同意同意同意同意したしたしたした（（（（秘密保持誓約秘密保持誓約秘密保持誓約秘密保持誓約））））[[[[別紙別紙別紙別紙２２２２]]]]」」」」というというというという文書文書文書文書にににに署名署名署名署名

してもらいしてもらいしてもらいしてもらい、、、、配布資料配布資料配布資料配布資料にもにもにもにも「「「「学外秘学外秘学外秘学外秘」、「」、「」、「」、「発表内容発表内容発表内容発表内容にににに秘密保持秘密保持秘密保持秘密保持のののの義務義務義務義務

をををを負負負負うううう」」」」とととと明記明記明記明記してください。こうしておけば、公に知られたことに

はなりませんので、出願してもそれで拒絶にはなりません。また、指

導教員は、配付資料を回収し、保管あるいは破棄してください。 

（万が一研究会で配布した資料が、善意の第三者へ誤って渡った場合

には、不特定の人に知られた発明となり、特許が取れなくなる恐れが

あります。） 

研究発表会開催責任者は、｢｢｢｢公聴会公聴会公聴会公聴会｣｣｣｣等等等等のののの呼称呼称呼称呼称をををを避避避避けけけけ、、、、当該発表会当該発表会当該発表会当該発表会のののの

開催案内開催案内開催案内開催案内はははは大学主催大学主催大学主催大学主催としとしとしとし、、、、参加対象者参加対象者参加対象者参加対象者のののの範囲範囲範囲範囲をををを明示明示明示明示してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。

(できる限りクローズにしてください。) 

発表会の参加者参加者参加者参加者へへへへ発表内容発表内容発表内容発表内容がががが秘密秘密秘密秘密であることをであることをであることをであることを伝伝伝伝ええええ、、、、全員全員全員全員がががが秘密秘密秘密秘密

保持保持保持保持をををを依頼依頼依頼依頼できますか。 

研究支援部署に相談

してください。 

発表は文書に基づいて行いますか？ 
口頭のみはだめ。必ず文

書におこしてください。 

・指導教員は、配付資料（１部）及び誓約書（正１部）を 学部事務室を経由して研究支援部

署へ提出してください。（誓約書の写しは、指導教員が保管してください。）     

・指導教員は、発表会終了後、早期に「発明届出書」を研究支援部署へ 提出し、論文の公開

等により公知となる前に特許出願しましょう 



 

【注意事項】特許出願が終了するまでに発表会に関係した部署が行うこと 

 a) 指導教員： 

学生の論文について、「論文のＣＤ化」、「論文の冊子化」、「紀要への要約提供」

が行われないよう秘密の状態を保持する。 

  b) 学部・学科事務室： 

特許出願が終了するまで提出された学生の論文については、「論文のＣＤ化」、「論

文の冊子化」、「紀要への要約提供」を行われないよう管理する。 

   

【留意事項】 

上記対応がとれない場合や問題が生じた場合は、研究支援部署に相談してください。 

  また、大学主催研究発表会等開催届出書の提出を求めるのは、万が一守秘状態を保て

なくなった場合の予防策ですので、ご了解ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

[別紙１] 

 

大学主催研究発表会等開催届出書 

 

                        年  月  日 

○○○大学長  殿 

〈研究発表会開催責任者〉 

                                     所 属 

                   職 名 

                   氏 名           印 

                   連絡先 

 

以下のとおり大学主催の研究発表会等を開催しますので、下記のとおり届け出ます。 

 

記 

 

１．研究発表会等の名称 ： 

２．開 催 担 当  (例：○○学部（○○研究科）、○○課程（専攻）等) 

             ： 

３．開 催 期 間 ： 

４．開 催 場 所 ： 

５．発 表 会 開 催 の 目 的 ： 

６．発 表 者 数 ： 

７．当該発表会に係る資料の発行日：      年  月  日 

８．そ の 他 特 記 事 項 ： 

以上 

 

 



 

［別紙２］ 

秘密保持誓約 

 

年度大阪工業大学大学     学部    学科にて開催の卒業論文、修士論文

発表会に参加するに際し、私は、以下の事項が公開特許公報又はその他の方法で公知とさ

れる前においては、当該事項を第三者に開示、提供又は漏洩しないことを誓約いたします。  

 

１．発表資料において秘密である旨明示された内容  

２．その他発表者から秘密である旨特定された内容  

 

※当該事項には、次の各号に掲げるものは含まないこととする。  

（1）本発表会において知得した際、既に自己が保有していたことを証明できる情報  

（2）本発表会において知得した際、既に公知となっている情報  

（3）本発表会において知得した後、自己の責によらずに公知となった情報  

（4）本発表会において知得した情報によることなく独自に開発・取得していたことを証明でき

る情報 

以上 

日時：    年 月  日 

場所： 

参加者全員の署名（所属・氏名） 

学生番号 氏名 所属 署名（フルネーム） 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 


